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１．策定の目的 

野外博物館合掌造り民家園（以下、民家園と表記）は、1972（昭和47）年6 月に「村立白

川郷合掌村」として誕生して以来、半世紀の歴史を刻んでまいりました。 

1967（昭和 42）年の飛騨加須良集落の全戸離村を契機に、村内各所で使われなくなった合

掌造り民家を解体移築して収集し、現在では岐阜県指定重要文化財９棟を含む 25 棟の合掌造り

建造物を保存、公開しています。1982（昭和 57）年の民営化の翌年、「白川郷合掌の里」に改

称。合掌造り民家で手工芸品の製作実演、販売を行うなど、手工芸の技術伝承と地場産業の育成

にも力を注いでまいりました。1993（平成 5）年には、そば打ちなどの体験活動施設、ふるさと体験

館が完成。その翌年に現在の民家園に名称に改め、３棟の県指定文化財の解体修理、調査を通じ

て 4 編の合掌造り建築研究の報告書を発行しました。 

1995（平成７）年に荻町合掌造り集落が世界文化遺産に登録されると、2003（平成 15）

年のビジット・ジャパン事業を皮切りに次々と打ち出された国の訪日旅行誘致政策が追い風となって、

白川村を訪れる海外からの旅行客が次第に増加。2024（令和 6）年には、村を訪れる観光客の

半数を超えるなど、民家園を取り巻く環境は開園時から大きく変化しています。 

コロナ禍で過去最低水準にまで激減した入園者数は、2025（令和 7）年までに V 字回復を遂

げ、同年10月に入園料を改定したことで経常経費を上回る事業収入を確保しました。しかしながら、

未だ施設整備に充てる財源の確保には至らず、デジタル技術を活かした展示の多言語化など、現代

的な設備への更新はおろか、施設の維持ですら村の支援に頼らざるを得ない状況です。 

入園料収入や村からの補助金に依存する経営体質から脱却し、ひろく社会から多様な支援を得て

いくためには、民家園の本質的な価値を見定め、可視化し情報発信することで、より多くの人々の共

感を得る必要があります。 

これまでの民家園の事業の根幹には、常に収集された合掌造り民家の保存、継承がありました。民

家園に託された、これらのかけがえのない歴史文化資産を未来へとつなげていくため、その意思決定の

拠りどころとなる運営基本方針を策定します。 

 

２．策定の背景 

（１）管理運営者の企業理念 

野外博物館合掌造り民家園を管理運営する一般財団法人白川村緑地資源開発公社の定款は、

次のように定めています。 

（目 的）  

第３条  この法人は、白川村の産業を伝承し、また地場産業を育成することにより、農家所得の向

上及び地元就業機会の増大を図り、もって白川村の振興発展に寄与することを目的とする。  
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（事 業）  

第４条  この法人は、前条の目的を達成するため、次の事業を行う。  

（１） 野外博物館合掌造り民家園の施設及び園地整備  

（２） 野外博物館合掌造り民家園の管理運営  

（３） 農産物等の加工販売  

（４） 白川村の伝統文化の研究、開発及び保存  

（５） その他この法人の目的を達成するために必要な事業 

 

令和 3 年 2 月 27 日の職員総会を経た理事長決裁において、民家園の経営理念は次のように

定められています。 

「千載不易」 千年経っても変わらない永遠不変のもの 

「不易流行」 永遠不変の本質的な価値を守っていくために変化していくこと 

 

（２）利用者の動向 

 野外博物館合掌造り民家園の利用者のほとんどは観光客で、2008（平成 20）年の東海北陸

自動車道全線開通の翌年に過去最多の年間利用者数151,850 人を記録。その後、コロナ禍を除

き、概ね年間9～10 万人で推移しています。海外からの訪日旅行客の利用も多く、2024（令和6）

年11 月の 1 ヶ月間にわたる調査では、少なくとも世界77 ヶ国から訪れていました。 

1995（平成 7）年に荻町合掌造り集落が世界文化遺産に登録された翌年から、白川村を訪れ

る観光客数は年間100 万人を突破。2024（令和 6）年には 200 万人を越え、その半数以上は

海外からの旅行客でした。 

国内では、2003（平成 15）年のビジット・ジャパン事業を皮切りに本格的な訪日旅行誘客政策

が始まり、2007（平成 19）年には観光立国推進基本法が施行し、その翌年に観光庁が発足。

2025（令和7）年には、海外からの年間旅行客数が 4 千万人の大台に乗ると見込まれています。 

 

（３）地域社会からの要請 

2010（平成22）年12 月に策定された白川村世界遺産マスタープランでは、現状の課題とその

対策が次のように記されています。 
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世界遺産の価値を伝える～遺産価値の真正な展示と解説の充実／5.2.2（関係する一部を抜粋） 

資産の価値の充分な理解には、白川村の自然環境、歴史、文化や、集落空間における水利や土

地利用、地域社会の特徴や信仰、伝統芸能、慣習、現在までの保存の取り組み等、総合的な内容

の展示・解説が必要である。このような総合的な内容は、個人経営の公開家屋で展示・解説するに

は役割的にも空間的にも限界があるため、公的な展示・解説体制を整備する。 

合掌造り民家園は、村による合掌造り家屋の保存の原点であり、加須良集落の離村など、村がた

どってきた歴史を知るうえで貴重な施設である。 

 また、民家園内の合掌造り家屋では、復元された 内部空間もそのほとんどを見学することができる

ため、荻町集落において生活空間が観光客に過剰にさらされることを防ぐ効果も期待できる。白川村

の文化や世界遺産に対する理解を深めるためにも、民家園を積極的に活用する。 

 

３．合掌造り民家園の特長 

（1）施設の特長 

 ①村内各所から集められた建築年代や用途が異なる合掌造り建築を保存展示 

白川村に現存する最古の合掌造り住宅とされる旧山下陽朗家主屋をはじめ、岐阜県指定重

要文化財9 棟を含む、25 棟の建物を一堂に集めています。 

 ②森とともに暮らしていた往時の小さな山里を再現した野外博物館 

住人のいない古民家が点在する 5.8ha の広い敷地には、建材や民具、食料など村人の暮ら

しに欠かせなかった山野の草木が自生し、往時の集落の姿が偲ばれます。 

 ③失われつつある山村の生活文化を今に伝える 

白川村指定文化財1件を含む民具等の生活民俗資料を多数所有し、足半づくりや餅つきの

体験、栃の実のアク抜きやオダレ取付の公開作業を実施しています。 

 ④世界文化遺産「荻町合掌造り集落」に隣接する立地環境 

マイカーや貸切バスで訪れる観光客の玄関口に位置し、城山展望台などとともに世界遺産区

域を周遊する外縁の一角を成しています。 

 ⑤教育旅行に安心な合掌造り見学施設 

周囲を山と谷に囲まれ、出入口は 1 ヶ所のみではぐれる心配がなく、また、非生活空間である

ことから村人のプライバシーを害することなく、合掌造り建造物をつぶさに見学することができます。 
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（2）運営体制 

 一般財団法人白川村緑地資源開発公社の独立採算経営による運営 

 

（3）施設の課題 

 ①訴求力の不足 

  ・他の合掌造り公開施設との差別化 

  ・現状の展示解説は断片的で、合掌造りの体系的な理解につながらない 

  ・多言語の解説や案内に乏しいため、多くの訪日旅行客に本来の魅力が伝わらない 

・デジタル DX に必要な通信環境が脆弱 

・SNS を活用した情報戦略とその体制が未整備 

②文化財の保全 

・家屋への土足やレインウエアでの立ち入り、展示物の毀損、火気使用、不法侵入などを取り締ま

る監視体制が脆弱 

・見学マナーの啓発 

 ・民具などの文化財の劣化を防ぐ収蔵設備が未整備 

 ・失われつつある地域文化の記録と継承 

③園地管理 

・林相更新に必要な下層植生の育成 

・山野草の消失 

・園路が未舗装のため、車椅子での利用が困難 

 

４．目指す将来像と基本方針 

（1）目指す将来像 

施設の特長を最大限に活かすため、合掌造り民家園が目指す 3 つの姿を定めます。 
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①【みる】 日本の美しい山村風景に出会える散策空間 

      ・桜や紅葉など白川郷の四季を彩る在来種の木々や山野草、暮らしに用いられた有用植

物を育成します。 

      ・茅場など、園内に移築された合掌造りで暮らしが営まれていた時代(1750-1967)の土

地利用や生活慣行を再現します。 

      ・竹結界や留石などの「和のあしらい」を用いて、景観と文化財双方の保全を図りつつ、日

本ならではの美意識を発信します。 

      ・除雪路を兼ねた車椅子で周遊できる舗装路整備など、山里の風情を残しつつ、誰もが園

内散策を愉しむことができる環境整備を進めます。 

②【学ぶ】 白川郷を訪れる世界の人々が日本の山村文化の基層にふれることができる博物館 

・合掌造り建築の特徴を他の古民家と比較しながらわかりやすく解説します。 

・白川郷の生活文化を育んできた白山山麓の自然を紹介するとともに、自然を賢く利用し

ていた往時の持続可能な環境共生文化を解説します。 

・政治や宗教、産業といった白川郷を取り巻く社会経済史にふれながら、合掌造り建築の

盛衰を解説します。 

・デジタル技術を展示などに活用することで、かけがえのない文化財の価値を損なうことなく、

子どもや外国人にもわかりやすく解説します。 

③【遊ぶ】 森とともに暮らしてきた先人の知恵と技にふれる体験を提供 

・囲炉裏の営火や栃の実の皮むきなど、入園者が白川郷の生活慣行にふれる機会を提

供します。 

・民具を活用した体験など、教育旅行などの大人数でも利用できる体験を交えた園内ガイ

ドを提供します。 

・短時間＆低価格のお手軽なものから、半日がかりの本格的なものまで、海外からの旅行

客も参加できる体験商品を開発、提供します。 

・ひろく支援ボランティアを募り、年間を通じて、合掌造りの小屋組みや茅刈り、屋根の雪

下ろしといった生活技術体験を提供します。 
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（2）基本方針 

「千載不易」 「不易流行」 の精神と、合掌造り民家園が目指す 3 つの将来像を統合する経営理

念として、次のとおり基本方針を定め、村内初の博物館指定をめざします。 

 「白川郷の暮らしの記憶をたどるミュージアム」 

 

５．行動指針 

基本方針実現のため、目指す将来像に基づき行動指針を定めます。 

①収集・保存 

合掌造り民家園の主な収蔵資料は、県指定重要文化財をはじめとする合掌造り建造物であり、

合掌造りで暮らしが営まれていた時代の民俗資料です。これらの保存、継承を全ての業務の根幹と

位置付けます。 

 （ア）文化財建造物の保全維持 

 （イ）土地利用や里山環境の再現 

 （ウ）民俗資料の収集と保存 

 （エ）生活慣行、生活技術の動態保存 

②調査・研究 

合掌造りとその暮らしに関する調査研究活動を行います。 

 （ア）合掌造り 

 （イ）白川郷の生活慣行、習俗、生活技術 

 （ウ）政治、宗教、産業といった白川郷を取り巻く社会経済史 

 （エ）白山山麓の自然環境とその利用 

③展示・教育普及 

収蔵資料の価値の最大化を図るため、「住まいは人をあらわす」※をコンセプトに、資料から往時の

白川郷の人々の暮らしがみえる展示を行います。また、対面でのコミュニケーションによる満足度の高

い園内ガイドや体験活動を提供します。 ※徒然草（第十段）「家居にこそ、ことざまはおしはからるれ。」の意訳 

 （ア）離村前の小さな山里への没入体験空間を整備 

 （イ）日本文化体験としての古民家鑑賞を手引き 

 （ウ）資料をよく見せるための多言語解説や記録動画の園内配信などデジタル技術を活用 

 （エ）荻町合掌造り集落が現存している価値を発信 
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④安全・衛生 

 訪れるすべての利用者の安全第一を念頭に、安全安心な空間とサービスを提供します。 

 （ア）施設設備の不具合、落枝、倒木、危険生物などの日常点検の実施と情報共有 

 （イ）5S（整理・整頓・清掃・清潔・躾）の徹底 

 （ウ）食材の衛生管理 

 （エ）獣害対策の実施 

⑤防災 

 万が一の事態を想定し、被害の未然防止に努めるとともに、災害発生時に備えた訓練を定期的に

実施します。 

 （ア）火気、不法侵入の監視体制の強化 

 （イ）避難誘導、防火訓練、消防設備点検の定期実施 

 （ウ）雪害対策の強化 

 （エ）緊急対応マニュアルの整備 

⑥運営体制 

人口減少と少子高齢化社会に適応する運営体制を構築します。 

 （ア）日常業務の省力化と平準化の推進による閑散日少人数運営体制の構築 

 （イ）大学や博物館などの学術研究機関との連携 

 （ウ）支援ボランティアや各種団体、企業などとの協働推進 

 （エ）支援ボランティアなど協力者の短期滞在施設の整備 

⑦事業財源 

財源の安定確保のため、入園料や村の補助金以外の多様な財源を確保します。 

 （ア）公益性の信用を確保するための施設運営基本方針の可視化 

 （イ）文化庁補助事業を活用するための博物館指定 

 （ウ）クラウドファンディングなどの民間支援資金が獲得できる人々の共感を得る事業計画の策定 

 （エ）企業の協賛金を獲得するための発信力のある事業提案 

 


